
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんについて知ろう！  

がんはどんな病気？  

現在日本では、３人 に

１人ががんで亡くなって

おり、死亡原因の第１位

となっています。  

また、日本人の２人 に

１人が生涯で一度はがん

になるとされていて、が

んは私たちにとって身近

な病気で、誰もがなりう

る病気です。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がんになるリスクを高める原因は？  
 

①生活習慣  
喫煙、多量の飲酒、運動不足（大腸がん・乳がん）、塩分の多量摂取（胃
がん）など  

②細菌・ウイルスの感染  
ヘリコバクターピロリ菌（胃がん）、ヒトパピローマウイルス（子宮頸が

ん）、Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイルス（肝臓がん）  

③発がん性の物質  
放射線、アスベストなど  

④遺伝性のがん  
部位によって異なりますが、全体のがんの１％～５％程度、遺伝性のが
んがあることが分かっています。  

がんの研究が進み、がんになるリスクを高める原因が科学的に証明される

ようになっています。でも、がんが発生する原因はひとつではなく、さまざ

まな原因が長い年月にわたって関係していると考えられています。  

 

⑤がんになりやすい年齢  
多くのがんは、４０歳代から多くなり、年齢が上がるにつれて増えてい
きます。ただし、若い世代が全くがんにならないわけではありません。  

がんを予防しよう！  

生 活 習 慣 を 改 善 す る
こ と で 多 く の が ん を 予
防 で き る と 考 え ら れ て
います。将来がんになり
に く く す る た め に 健 康
的 な 生 活 習 慣 を 身 に つ
けましょう。  
注意！  
原 因 が よ く 分 か ら な

いがんもあり、がんにな
った人の全てが、生活習
慣 が よ く な い わ け で は
ありません。  

国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー が ん 予 防 ・ 検 診
研 究 セ ン タ ー 予 防 研 究 グ ル ー プ  
科 学 的 根 拠 に 基 づ く 発 が ん 性 ・ が ん 予
防 の 効 果 と が ん 予 防 ガ イ ド ラ イ ン 提 言
に 関 す る 研 究  
h t t p : / / e p i . n c c . g o . j p / c a n _ p r e v /  

がん検診で早期発見を！  

どんなに生活習慣に気をつけていても１００％「がん」を防ぐことはで

きません。がんは早い段階では体に症状が出ないことがほとんどですが、

がん検診は、症状のないがんを見つけることを目的に実施します。日本で

は、現在、５つのがん（胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん・子宮がん）

について、定期的な検診がすすめられています。  


